
48の 2

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
長
い
利
用
の
歴
史
の

聞
に
、
板
碑
、
多
層
塔
、
宝
僅
印
塔
お
よ
び
五
輪
塔

な
ど
の
荘
厳
、
ま
た
、
墓
標
や
石
寵
・
石
廟
な
ど
の

荘
厳
や
デ
ザ
イ
ン
に
、

も
の
が
生
ま
れ
た
。

つ
ぎ
の
よ
う
な
越
前
独
特
の

越
前
勿
谷
石
の
石
造
物
に
見
る

(
1
)
月
輪
の
外
周
に
小
蓮
弁
を
め
ぐ
ら
せ
た

荘
厳
形
式

(2)
竪
連
子
と
格
狭
聞
を
組
み
合
わ
せ
た
荘

厳
形
式

荘
厳
形
式
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て

井

紀

生

1 

(
3
)
屋
形
風
石
骨
粗
お
よ
び
石
廟

(4)
唐
破
風
屋
根
を
有
す
る
墓
標

第
谷
石
の
石
造
物
に
特
定
し
て
見
ら
れ
る
こ
れ
ら

荘
厳
形
式
は
、
川
勝
政
太
郎
氏
、
増
永
常
雄
氏
お
よ

び
京
田
良
志
氏
が
、
す
で
に
昭
和
三
十
年
代
に
指
摘

さ
れ
「
越
前
式
荘
厳
(
形
式
)
」
と
命
名
さ
れ
、
関

連
す
る
遺
品
に
関
す
る
多
く
の
研
究
報
告
が
な
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
後
、
山
本
昭
治
氏
ら
も
加
わ
り
、
新

し
い
遺
品
が
次
々
と
発
見
さ
れ
、
報
告
さ
れ
て
い

る
。
「
越
前
式
荘
厳
(
形
式
)
」
に
関
連
す
る
各
種

の
用
語
も
、
現
在
で
は
普
遍
化
し
て
い
る
の
で
、
前

述
の
諸
先
輩
に
敬
意
を
表
し
拙
者
も
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
今
回
の
報
告
は
、
先
輩
諸
氏
の
研

究
成
果
の
恵
与
に
あ
ず
か
り
な
が
ら
、
拙
者
が
こ
れ

越
前
第
谷
石
の
石
造
物
に
見
る
荘
厳
形
式
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て

は
じ
め
に

旧
く
か
ら
板
碑
、
多
層
塔
や
宝
陸
印
塔
の
塔
身
、

五
輪
塔
の
各
輸
な
ど
に
彫
ら
れ
て
い
る
党
字
種
子
は

蓮
華
座
や
月
輪
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
基
礎

は
、
格
狭
間
な
ど
に
よ
っ
て
荘
厳
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
。
宝
箆
印
塔
の
基
礎
に
例
え
れ
ば
、
関
東
式

と
か
、
関
西
式
と
か
、
格
狭
間
の
内
側
に
蓮
華
の
花

葉
が
彫
ら
れ
た
近
江
地
方
独
特
の
形
式
と
か
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
方
で
歴
史
と
共
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
荘

厳
形
式
が
あ
る
。

古
墳
時
代
か
ら
延
々
と
越
前
の
地
で
掘
り
続
け
ら

れ
て
き
た
拐
谷
石
は
、
か
な
り
旧
い
時
代
か
ら
日
本

海
沿
岸
地
域
へ
移
出
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
北
前
船

の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
各
地
の
多
く
の
人
々
に
知

井

ま
で
調
査
し
て
き
た
結
果
も
合
わ
せ
て
、
荘
厳
形
式

の
特
徴
お
よ
び
時
代
の
経
過
に
と
も
な
う
変
遷
に
つ

い
て
、
現
物
を
通
し
て
考
察
し
、
集
約
す
る
こ
と
を

試
み
た
も
の
で
あ
る
。

月
輪
の
外
周
に
小
蓮
弁
を
巡
ら
せ
た
荘
厳
形

式

十
三
世
紀
の
紀
年
銘
を
有
す
る
拐
谷
石
製
の
石
塔

類
に
彫
ら
れ
た
党
字
種
子
(
以
下
党
字
と
い
う
)
を

と
り
ま
く
月
輪
の
外
周
に
、
多
数
の
小
蓮
弁
を
配
置

す
る
と
い
う
越
前
独
特
の
荘
厳
形
式
が
発
見
さ
れ

た
。
春
江
町
井
向
の
白
山
神
社
に
あ
る
文
永
十
一

(
一
二
七
四
)
年
銘
の
板
碑
(
写
真
1
)
は
、
越
前

に
お
け
る
紀
年
銘
あ
る
石
造
物
で
は
現
状
最
古
(
成

形
板
碑
で
は
北
陸
地
方
最
古
)
の
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
板
碑
に
、
す
で
に
こ
の
荘
厳
形
式
が
採
用
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
他
、
多
層
塔
の
塔
身
な
ど
で
、
紀
年
銘
が
確

認
さ
れ
て
い
る
代
表
的
な
も
の
は
、
福
井
市
本
堂
町

の
高
雄
神
社
に
あ
る
正
応
コ
一
(
一
二
九
O
)
年
の
七

重
塔
(
写
真
2
)
、
朝
日
町
大
谷
寺
の
元
亨
三
(
一

三
二
三
)
年
の
九
重
塔
(
写
真
7
)
、
観
応
三
(
一

三
五
二
)
年
の
丸
山
宝
塔
(
写
真
9
)
お
よ
び
春
江
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町
高
江
の
住
吉
神
社
に
あ
る
正
慶
元
(
二
一
一
一
一
一
一
一
)

年
の
板
碑
(
写
真
叩
)
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
十

三
世
紀
末
期
か
ら
十
四
世
紀
中
期
の
も
の
で
、
月
輪

外
周
に
彫
ら
れ
て
い
る
小
蓮
弁
の
形
状
、
大
き
さ
お

よ
び
蓮
華
座
の
形
状
(
一
部
に
反
花
座
が
み
ら
れ
る

が
)
は
類
似
と
見
る
。

十
三
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
(
一
部
十
六
世
紀
)
の

遺
品
に
見
ら
れ
る
こ
の
荘
厳
形
式
は
、
非
常
に
繊
細

な
デ
ザ
イ
ン
で
、
か
つ
轍
密
加
工
さ
れ
て
い
る
が
、

十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
へ
と
時
の
経
過
と
共
に
、

デ
ザ
イ
ン
は
大
胆
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
、
加
工
は
シ

ン
プ
ル
な
も
の
に
変
化
し
て
い
る
。
具
体
的
に
い
え

ば
、
変
化
の
内
容
は
次
の
四
点
で
あ
る
。

第
一
は
小
蓮
弁
の
形
状
お
よ
び
サ
イ
ズ
の
変
化

と
、
こ
の
変
化
に
伴
う
小
蓮
弁
の
数
の
変
化
、
第
二

は
月
輪
を
支
え
る
蓮
華
座
の
形
状
の
変
化
、
第
三
一
は

小
蓮
弁
や
蓮
華
座
の
彫
刻
方
法
の
変
化
、
そ
し
て
第

四
は
小
蓮
弁
お
よ
び
蓮
華
座
へ
の
塗
色
で
あ
る
。

(
一
)
小
蓮
弁
の
形
状
・
サ
イ
ズ
・
数
と
彫
刻
方

法
の
変
化

十
三
世
紀
末
期
の
銘
を
有
す
る
前
述
の
井
向
の
板

碑
は
、
阿
弥
陀
三
尊
の
党
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
党
字
を
と
り
ま
く
月
輪
外
周
に
め
ぐ
ら
さ

れ
て
い
る
小
蓮
弁
の
数
は
、
五
十
i
八
十
弁
、
同
じ

阿
弥
陀
三
尊
の
党
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
高
雄
神
社
の

七
重
塔
は
、
六
十
1
六
十
四
弁
、
お
よ
び
大
谷
寺
の

九
重
塔
は
、
五
十
一
二

1
七
十
三
弁
で
、
こ
れ
を
月
輪

の
円
周
長
さ
十
セ
ン
チ
当
り
平
均
小
蓮
弁
数
で
見
る

と
九
1
十
弁
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
、
大
永
コ
一
(
一
五
二
三
)
年
銘
の
丸

岡
町
上
金
屋
の
多
層
塔
椿
身
(
主
尊
の
月
輪
外
周
の

小
蓮
弁
は
五
十
二
弁
、
円
周
長
さ
十
セ
ン
チ
当
り
平

均
小
蓮
弁
数
は
十
弁
、
弁
の
月
輪
直
径
方
向
寸
法
二

セ
ン
チ
)
が
示
す
よ
う
に
、
十
六
世
紀
初
期
ま
で
継

続
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
(
写
真
日
)
。

し
か
し
、
十
五
世
紀
末
以
降
十
六
世
紀
に
か
け

て
、
事
例
は
少
な
い
が
変
化
が
見
え
る
。
十
五
世
紀

末
か
ら
十
六
世
紀
初
期
の
造
立
と
推
定
す
る
一
乗
谷

の
朝
倉
孝
景
(
敏
景
)
宝
陸
印
塔
塔
身
四
面
に
は
胎

蔵
界
四
仏
の
種
子
が
彫
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
子
を

と
り
ま
く
月
輪
に
十
九
か
ら
二
十
一
弁
の
小
蓮
弁
が

彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
開
敷
華
王
知
来
の
種
子

「ア
l
」
を
囲
む
月
輪
は
二
十
一
弁
の
小
蓮
弁
が
め

ぐ
ら
さ
れ
、
小
蓮
弁
は
月
輪
直
径
方
向
の
寸
法
が
一

・
五
セ
ン
チ
、
月
輪
円
周
長
さ
十
セ
ン
チ
当
た
り
平

均
小
蓮
弁
数
が
七
弁
、
円
周
方
向
す
法
は
一
・
四
1

一
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。

(
写
真
日
)
ま
た
、
上
越

市
林
泉
寺
に
所
在
の
天
正
十
人
(
一
五
九
O
)
年
銘

を
有
す
る
堀
秀
政
五
輪
塔
の
塔
身
の
彫
刻
手
法
は
、

朝
倉
孝
景
塔
に
似
て
い
る
。
小
蓮
弁
の
サ
イ
ズ
は
月

輪
の
直
径
方
向
と
円
周
方
向
の
寸
法
が
ほ
ぼ
一
対
一

に
な
っ
て
お
り
(
写
真
日
)
、
明
ら
か
に
こ
の
二
事

例
は
前
時
代
の
遺
品
と
異
な
る
。

小
蓮
弁
が
特
殊
な
形
状
を
し
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
永
禄
四
(
一
五
六
一
)
年
の
銘
を
有
す
る
武
生

市
引
接
寺
の
多
層
塔
の
月
輪
に
巡
ら
さ
れ
て
い
る
小

蓮
弁
は
、
連
珠
文
と
よ
ば
れ
、
数
珠
状
の
も
の
が
二

重
に
配
置
さ
れ
て
い
る
(
写
真
国
)
。
拙
者
は
数
多

く
の
小
蓮
弁
を
調
査
し
て
き
た
が
こ
の
類
例
は
い
ま

だ
に
他
に
知
ら
な
い
。
彫
刻
手
法
か
ら
考
察
す
る

と
、
蓮
華
座
共
々
前
述
の
朝
倉
孝
景
の
宝
陸
印
塔
や

堀
秀
政
の
五
輪
塔
に
見
る
厚
肉
彫
刻
に
類
似
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。
拙
者
は
、
こ
れ
ら
は
十
五
世
紀
後

半
か
ら
十
六
世
紀
に
お
け
る
荘
厳
形
式
の
変
化
の
一

系
譜
と
考
え
る
。

十
七
世
紀
初
期
に
入
る
と
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ

る
。
武
生
市
正
覚
寺
の
慶
長
十
四
ご
六
O
九
)
年

銘
の
超
岳
院
宝
俵
印
塔
塔
身
の
月
輪
外
周
に
め
ぐ
ら

さ
れ
て
い
る
小
蓮
弁
数
は
十
三
弁
(
写
真
国
)
、
七

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



尾
市
長
齢
寺
の
慶
長
四
(
一
五
九
九
)
年
銘
の
高
徳

院
(
前
田
利
家
)
宝
陸
印
塔
塔
身
の
小
蓮
弁
も
十
一
一
一

弁
(
写
真
四
)
、
正
保
年
間
頃
造
立
と
さ
れ
る
高
岡

市
瑞
龍
寺
の
瑞
龍
院
(
前
田
利
長
)
宝
陸
印
塔
は
十

四
弁
、
織
田
信
忠
の
宝
崖
印
塔
は
十
五
弁
(
写
真
却
)

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
宝
箆
印
塔
の
円
周
長
さ
十
セ
ン

チ
あ
た
り
の
平
均
小
蓮
弁
数
は
、
四
・
五

1
六
弁

で
、
前
述
の
多
層
塔
の
約
半
分
の
数
で
あ
る
。

野
田
山
墓
地
に
十
四
期
基
あ
る
拐
谷
石
製
の
宝
僅

印
塔
の
中
で
、
元
和
六
(
一
六
二

O
)
年
銘
の
江
月

院
(
前
田
利
貞
)
と
慶
長
十
人
(
一
六
二
二
)
年
銘

の
一
陽
院
(
村
井
長
次
)
の
二
基
の
宝
陸
印
塔
に
限

っ
て
、
塔
身
に
陰
刻
さ
れ
て
い
る
小
蓮
弁
は
、
丸
鋸

歯
の
ご
と
く
弁
の
先
端
を
尖
ら
せ
た
形
状
で
、
蓮
華

座
を
含
め
て
粗
雑
な
デ
ザ
イ
ン
だ
が
、
小
蓮
弁
の
寸

法
の
変
化
(
月
輪
直
径
方
向
一
に
対
し
円
周
方
向
が

一
・
五

1
二
の
比
率
)
と
陰
刻
線
彫
り
の
彫
刻
方
法

は
、
同
時
代
の
他
の
遺
品
と
同
じ
と
見
る
。
(
写
真

幻
)
こ
の
種
の
小
蓮
弁
の
形
状
は
、
小
形
の
宝
陸
印

塔
の
塔
身
な
ど
に
時
折
見
か
け
る
。

変
わ
っ
た
例
が
あ
る
。
金
沢
市
普
正
寺
町
の
中
世

墓
地
か
ら
発
掘
さ
れ
た
全
塔
は
紀
年
銘
は
な
い
が
、

3 

室
町
時
代
初
期
の
遺
品
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

井

宝
塔
の
塔
身
(
写
真
ロ
)
に
彫
ら
れ
て
い
る
月
輪

は
、
月
輪
そ
の
も
の
が
太
い
破
線
状
の
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
お
り
二
見
、
小
蓮
弁
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

越
前
式
の
デ
ザ
イ
ン
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
こ
の

頃
す
で
に
越
前
式
荘
厳
形
式
が
成
立
し
て
い
た
の

で
、
越
前
式
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

興
味
深
い
遺
品
で
あ
る
。

以
上
の
結
果
を
時
代
の
変
遷
に
沿
っ
て
比
較
す
る

と
、
変
化
の
ポ
イ
ン
ト
は
小
蓮
弁
の
形
状
に
関
係
し

て
お
り
、
主
と
し
て
十
三
・
四
世
紀
造
立
の
石
塔
類

に
彫
ら
れ
て
い
る
小
蓮
弁
の
寸
法
は
、
月
輪
の
直
径

方
向
の
寸
法
が
円
周
方
向
の
寸
法
よ
り
長
く
、
そ
の

割
合
は
二
対
一
で
あ
る
。
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世

紀
初
期
に
お
い
て
、
直
系
方
向
寸
法
は
円
周
方
向
寸

法
と
ほ
ぼ
一
対
一
に
な
り
、
十
七
世
紀
初
期
に
な
る

と
、
一
対
一
・
五
か
ら
一
対
二
と
な
り
月
輪
の
直
径

方
向
よ
り
円
周
方
向
の
寸
法
の
ほ
う
が
長
く
な
る
。

併
せ
て
、
小
蓮
弁
の
サ
イ
ズ
も
年
を
降
る
ご
と
に
大

形
化
し
、
形
状
も
蓮
華
花
弁
状
か
ら
三
日
月
状
に
変

化
し
て
き
て
い
る
。

彫
刻
方
法
の
変
化
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
十

コ
了
四
世
紀
の
も
の
は
一
つ
一
つ
の
弁
を
浮
き
彫
り

し
、
各
弁
の
内
側
を
凹
状
に
す
る
綾
密
な
加
工
に
な

越
前
第
谷
石
の
石
造
物
に
見
る
荘
厳
形
式
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て

っ
て
い
る
。
十
六
世
紀
初
期
、
一
部
に
厚
肉
で
幾
許

か
粗
雑
感
の
す
る
彫
刻
の
時
代
を
経
て
、
十
七
世
紀

初
期
に
は
、
陰
刻
の
線
加
工
に
な
っ
て
い
く
な
ど
、

逐
次
簡
素
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

(
二
)
月
輪
を
支
え
る
蓮
華
座
の
形
状
と
彫
刻
方

法
の
変
化

十
コ
一
世
紀
末
期
か
ら
十
四
世
紀
の
遺
品
に
見
ら
れ

る
蓮
華
座
や
反
花
座
は
、
月
輪
の
下
側
円
周
の
お
よ

そ
コ
一
分
の
一
の
部
分
に
整
然
と
張
り
つ
き
、
綴
密
な

浮
き
彫
り
の
安
定
感
が
あ
る
。
一
部
、
十
六
世
紀
初

期
に
、
円
周
方
向
か
ら
水
平
方
向
に
聞
い
た
デ
ザ
イ

ン
で
、
彫
刻
方
法
も
従
来
に
増
し
て
、
厚
肉
浮
き
彫

り
の
遺
品
(
前
述
の
朝
倉
孝
景
の
宝
陸
印
塔
な
ど
)

が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
十
七
世
紀
初
期
に
は
、
前

述
の
小
蓮
弁
も
そ
う
だ
が
需
要
増
対
応
へ
の
シ
ン
プ

ル
化
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
ほ
と
ん
ど
が
陰
刻
線
彫

り
に
な
り
、
蓮
華
座
の
サ
イ
ズ
も
大
き
く
な
り
、
デ

ザ
イ
ン
の
自
由
度
も
増
し
、
大
胆
な
も
の
が
出
現
し

て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
は
あ
る
が
、
造
り
は
雑
に
な
っ

て
く
る
。
(
写
真
M
1
2
参
照
)

(
三
)
小
蓮
弁
お
よ
び
蓮
華
座
の
塗
色

十
七
世
紀
初
期
、
彫
刻
が
雑
ま
た
は
簡
素
に
な
る

一
方
で
、
月
輪
や
蓮
華
座
が
彫
ら
れ
た
面
全
体
あ
る
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い
は
一
部
分
に
塗
色
し
た
り
、
線
彫
り
部
分
に
黒
色

を
塗
っ
て
強
調
す
る
手
法
が
生
ま
れ
た
。

正
覚
寺
の
宝
陸
印
塔
(
写
真
国
)
の
塔
身
の
よ
う

に
、
蓮
華
座
や
小
蓮
弁
は
金
泥
彩
、
月
輪
は
朱
彩
縁

取
り
装
飾
す
る
と
い
っ
た
他
に
例
の
な
い
華
や
か
な

も
の
も
で
て
き
た
。

七
尾
市
長
齢
寺
の
高
徳
院
の
宝
陸
印
塔
(
写
真

山
)
は
月
輪
内
を
、
高
岡
市
瑞
龍
寺
の
織
田
信
長
や

信
忠
の
宝
陸
印
塔
(
写
真
却
)
は
蓮
華
座
や
小
蓮
弁

が
彫
ら
れ
て
い
る
塔
身
全
面
を
塗
色
し
て
い
る
。
同

よ
、
つ
ご
ん
じ

様
の
例
は
、
敦
賀
市
の
西
福
寺
や
永
厳
寺
に
あ
る
宝

箆
印
塔
の
塔
身
に
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
金
沢
市
野
田
山
の
元
和
六
(
一
六
二
O
)

年
銘
の
清
雲
院
(
奥
村
栄
明
)
宝
陸
印
塔
は
、
小
蓮

弁
や
蓮
華
座
な
ど
の
線
刻
部
分
に
、
黒
い
塗
料
を
塗

っ
て
輪
郭
を
強
調
し
て
い
る
(
写
真
辺
)
0

同
じ
様
式
の
も
の
が
、
三
国
町
性
海
寺
の
墓
地
に

あ
る
慶
長
年
間
銘
の
一
石
五
輪
塔
に
線
彫
り
さ
れ
て

い
る
蓮
華
座
や
小
蓮
弁
に
も
見
ら
れ
る
。

竪
連
子
と
格
狭
間
を
組
合
せ
た
荘
厳
形
式

こ
の
荘
厳
形
式
は
、
宝
塔
や
宝
陸
院
塔
な
ど
の
基

礎
部
側
面
の
各
面
を
四
つ
に
分
け
、
上
部
左
右
に
竪

連
子
、
下
部
左
右
に
格
狭
間
を
組
合
せ
て
表
現
す
る

れ

ん

じ

こ

方
式
で
あ
る
。
連
子
と
は
、
菱
形
の
連
子
子
と
称
す

る
組
子
を
明
り
取
り
や
通
風
の
た
め
に
利
用
し
た
も

の
で
、
こ
の
様
な
窓
は
連
子
窓
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

連
子
を
縦
に
並
べ
た
も
の
を
竪
連
子
、
横
に
並
べ
た

も
の
を
横
連
子
と
い
い
奈
良
時
代
か
ら
存
在
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
連
子
窓
の
形
式
が
、
十
四
世
紀
始
め
頃
か
ら

拐
谷
石
の
石
造
物
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の

目
的
は
、
宝
匪
印
塔
な
ど
墓
塔
の
基
礎
部
分
は
霊
の

宿
る
場
所
と
し
て
、
そ
の
部
分
に
光
や
風
が
入
る
よ

う
に
と
の
配
慮
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想

像
さ
れ
る
。

格
狭
間
は
、
上
部
が
花
頭
曲
線
、
下
部
が
椀
形

で
、
須
弥
壇
、
露
盤
、
桟
唐
戸
な
ど
塔
、
堂
お
よ
び

仏
像
な
ど
の
台
座
部
分
の
飾
り
と
し
て
多
方
面
に
使

用
さ
れ
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
で
、
重
い
も
の
を
支
え
る

た
め
の
構
造
を
表
現
し
て
お
り
、
基
礎
部
分
に
装
飾

さ
れ
る
こ
と
か
ら
発
達
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
後
に

は
使
用
場
所
の
制
限
も
な
く
な
り
、
単
な
る
装
飾
と

し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い

る。
竪
連
子
と
格
狭
聞
が
彫
ら
れ
た
越
前
の
石
塔
で
、

現
状
知
る
紀
年
銘
あ
る
最
古
の
も
の
は
、
大
谷
寺
の

観
応
コ
一
二
三
五
二
)
年
銘
の
丸
山
宝
塔
(
写
真

お
)
で
あ
る
。
宝
塔
に
彫
ら
れ
て
い
る
例
は
、
丸
山

宝
塔
の
他
は
福
井
市
藤
島
町
の
白
山
神
社
の
宝
塔
な

ど
、
事
例
は
少
な
い
が
、
{
玉
屋
印
塔
の
基
礎
側
面
に

は
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

越
前
・
若
狭
で
は
、
三
国
町
性
海
寺
の
明
応
八

(
一
四
九
九
)
年
銘
を
有
す
る
宝
陸
印
塔
の
基
礎
は

側
面
コ
一
面
に
鮮
や
か
な
竪
連
子
と
格
狭
間
の
彫
刻
を

遺
し
て
い
る
。
小
形
の
宝
僅
印
塔
で
は
武
生
市
宝
円

寺
の
天
正
八
(
一
五
八
O
)
年
銘
の
長
齢
妙
久
(
前

回
利
家
母
)
宝
陸
印
塔
(
写
真
弘
)
、
窓
安
寺
の
天

正
二
(
一
五
七
四
)
年
銘
の
月
泉
宗
鏡
(
朝
倉
景
鏡
)

塔
な
ど
に
こ
の
荘
厳
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
大

形
の
塔
で
は
敦
賀
市
疋
田
の
共
同
墓
地
お
よ
び
小
浜

市
常
高
寺
の
寛
永
十
(
一
六
一
一
一
一
一
一
)
年
銘
常
高
院
宝

箆
印
塔
な
ど
多
く
の
遺
品
が
所
在
す
る
。

越
前
以
外
で
も
こ
の
荘
厳
形
式
の
遺
品
を
多
く
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

金
沢
市
野
田
山
で
は
、
加
賀
藩
前
田
家
の
墓
地
を

中
心
に
、
十
四
基
ま
で
数
え
た
。
ま
た
、
前
田
家
の

菩
提
寺
で
あ
る
宝
円
寺
に
三
基
、
七
尾
市
の
長
齢
寺

に
二
基
、
龍
門
寺
に
十
基
、
本
行
寺
に
二
基
、
宝
瞳
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寺
に
二
基
お
よ
び
高
岡
市
で
は
瑞
龍
寺
に
五
基
所
在

し
、
い
ず
れ
も
十
七
世
紀
初
期
に
造
立
さ
れ
た
宝
塵

印
塔
で
あ
る
。

佐
渡
相
川
町
の
大
安
寺
に
あ
る
大
久
保
長
安
の
慶

長
十
六
(
一
六
一
一
)
年
銘
の
宝
陸
印
塔
(
逆
修
塔
)
、

新
潟
県
上
越
市
の
林
泉
寺
に
あ
る
寛
永
年
間
銘
の
四

基
の
宝
鑑
印
塔
、
さ
ら
に
遠
く
で
は
北
国
船
の
絵
馬

で
有
名
な
青
森
県
深
浦
町
円
覚
寺
に
、
十
七
世
紀
初

5 

期
に
移
出
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
宝
陸
印
塔
(
写
真

お
)
、
北
海
道
松
前
町
法
瞳
寺
の
松
前
藩
主
墓
地
に
あ

る
多
く
の
五
輪
塔
の
中
、
た
だ
一
基
の
松
前
盛
広
室

椿
姫
の
寛
永
十
三
(
二
ハ
三
六
)
年
銘
の
宝
陸
印
塔

も
竪
連
子
と
格
狭
聞
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
種
の
妨
谷
石
の
遺
品
は
、
数
で
は
圧
倒
的
に

越
前
よ
り
北
に
多
い
が
、
南
へ
の
移
出
も
か
な
り
の

数
が
あ
る
。
京
都
市
寺
町
本
満
寺
の
元
和
七
(
一
六

二
一
)
年
銘
の
蓮
乗
院
(
松
平
秀
康
室
)
の
宝
匿
印

塔
、
滋
賀
県
山
東
町
の
佐
々
木
京
極
家
の
菩
提
寺
清

滝
寺
に
あ
る
三
十
四
基
の
宝
箆
印
塔
は
、
ほ
と
ん
ど

が
花
山
岡
岩
や
砂
岩
を
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

中
で
、
若
狭
小
浜
藩
主
で
あ
っ
た
京
極
高
次
の
慶
長

十
四
(
一
六
O
九
)
年
銘
の
宝
僅
印
塔
は
、
唯
一
筋

谷
石
製
で
、
こ
の
二
基
の
宝
陸
印
塔
の
基
礎
に
も
竪

連
子
と
格
狭
間
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

十
七
世
紀
初
期
、
こ
の
種
の
宝
匿
印
塔
は
大
名
や

そ
の
家
族
、
ま
た
は
高
位
の
武
家
の
墓
と
し
て
、
数

多
く
越
前
か
ら
移
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
墓
は
後
述
の
石
廟
に
安
置
さ
れ
て
い
る
も

の
が
多
い
。

竪
連
子
と
格
狭
間
の
デ
ザ
イ
ン
も
、
時
代
の
変
遷

と
共
に
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
が
、
こ
の
変
化
は

十
七
世
紀
初
期
に
顕
著
に
現
れ
る
。
基
本
的
な
形
式

は
上
に
竪
連
子
、
下
に
格
狭
間
を
配
置
す
る
が
、
前

述
の
龍
門
寺
の
十
基
の
宝
塵
印
塔
の
中
に
は
、
竪
連

子
と
格
狭
間
の
配
置
が
逆
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ

り
、
と
く
に
格
狭
間
の
デ
ザ
イ
ン
は
多
様
(
写
真

m

l
m参
照
)
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
元
和
三
年
(
一
六

一
七
年
)
の
銘
を
有
す
る
妙
観
寺
(
福
井
市
)
の
宝

塔
の
基
礎
の
よ
う
に
、
竪
連
子
と
格
狭
間
を
一
つ
に

し
た
図
柄
に
ま
で
発
展
し
た
も
の
も
あ
る
。

屋
形
風
石
寵
と
石
廟

宝
鑑
印
塔
や
五
輪
塔
を
納
め
た
屋
形
風
石
廟
の
代

表
的
な
も
の
に
、
高
野
山
の
結
城
秀
康
廟
、
金
沢
市

野
田
山
の
前
田
利
家
の
子
女
と
家
臣
の
石
廟
、
高
岡

市
瑞
龍
寺
の
前
田
利
長
石
廟
お
よ
び
北
海
道
松
前
藩

四

井

越
前
第
谷
石
の
石
造
物
に
見
る
荘
厳
形
式
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て

歴
代
藩
主
石
廟
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
越
前
の

妨
谷
石
を
使
用
し
、
独
特
の
荘
厳
が
施
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
拙
者
は
、
こ
の
形
式
の
石
廟
は
、
越
前
地

方
の
神
社
に
見
る
石
禽
を
そ
の
発
祥
の
起
源
と
考
え

る。

(
一
)
石

寵

越
前
の
平
野
部
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
神
社

に
、
第
谷
石
の
石
禽
が
一
基
ま
た
は
複
数
基
造
立
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
石
骨
髄
の
形
式
は
、
神
杜
建
築

様
式
で
あ
る
照
屋
根
を
有
す
る
切
妻
造
と
寺
院
建
築

様
式
の
入
母
屋
造
の
二
種
類
が
あ
る
。
正
面
に
、
太

陽
や
月
を
象
徴
す
る
円
や
三
日
月
が
掘
ら
れ
、
内
部

に
は
主
に
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
屋
根

に
石
鬼
を
配
置
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。

石
寵
の
造
立
目
的
は
、
経
典
や
仏
像
を
安
置
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
。

紀
年
銘
が
彫
ら
れ
て
い
る
石
寵
は
少
な
い
が
、
弘

治
三
三
五
五
六
)
年
の
紀
年
銘
を
有
す
る
福
井
市

重
立
町
の
日
吉
神
社
の
石
禽
は
、
在
銘
あ
る
遺
品
の

中
で
は
旧
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
石
寵
は
大

型
で
切
妻
造
・
平
入
り
、
屋
根
に
は
石
鬼
が
配
置
さ

れ
、
内
部
に
阿
弥
陀
如
来
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

た
き
だ
ん
じ

三
国
町
瀧
谷
寺
に
元
亀
三
(
一
五
七
二
)
年
銘
の
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開
山
堂
(
写
真
却
)
が
あ
る
。
切
妻
造
り
平
入
構
造

で
、
内
側
の
壁
に
十
三
仏
を
浮
き
彫
り
し
、
石
骨
組
の

中
に
開
山
容
憲
(
応
永
二
十
七
年
銘
)
、
四
世
頼
住

の
坐
像
お
よ
び
両
僧
の
墓
が
安
置

(
延
徳
三
年
銘
)

さ
れ
て
い
る
。

福
井
市
次
郎
丸
町
の
岡
西
光
寺
の
境
内
に
、
一
体

の
石
仏
を
安
置
し
た
石
禽
(
写
真
却
)
が
あ
る
。
こ

の
石
寵
の
屋
根
に
ユ
ニ
ー
ク
な
顔
の
石
鬼
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。
向
か
っ
て
右
側
面
に
文
字
が
彫
ら
れ
て

い
る
が
、
風
化
剥
落
し
て
い
る
た
め
紀
年
銘
は
確
認

で
き
な
い
。
周
囲
に
点
在
し
て
い
る
板
碑
、
石
仏
お

よ
び
五
輪
塔
な
ど
は
明
応
、
永
正
、
大
永
お
よ
び
天

文
の
銘
を
有
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
の
石
寵

も
こ
の
時
代
に
造
立
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い

る。
丸
岡
町
の
称
念
寺
。
境
内
に
、
十
六
世
紀
中
期
の

石
仏
が
浮
き
彫
り
さ
れ
た
石
寵
の
側
壁
や
奥
壁
が
数

多
く
所
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
天
文
十
八
(
一

五
四
九
)
年
銘
の
遺
品
を
確
認
し
た
。

そ
の
他
、
鯖
江
市
の
神
明
杜
に
文
禄
三
(
一
五
九

一
二
)
年
銘
の
納
経
石
禽
(
写
真
田
)
が
、
ま
た
無
銘

で
あ
る
が
、
丸
岡
町
豊
原
寺
の
閑
伽
井
、
春
江
町
田

端
の
神
明
神
社
お
よ
び
金
津
町
稲
荷
山
の
八
幡
神
社

の
石
寵
な
ど
は
、
特
徴
あ
る
表
情
豊
か
な
石
鬼
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。

石
禽
は
十
五
、
六
世
紀
以
降
、
経
典
や
神
仏
安
置

を
目
的
に
造
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
瀧
谷
寺
の

開
山
塔
は
、
使
用
目
的
が
経
典
や
仏
の
安
置
か
ら
墓

碑
安
置
に
変
わ
る
過
渡
期
の
遺
品
で
、
十
七
世
紀
初

期
に
は
宝
塵
印
塔
や
五
輪
塔
を
安
置
す
る
廟
と
し
て

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

(
二
)
石

廟

十
七
世
紀
初
め
か
ら
中
頃
に
か
け
て
大
型
の
石
廟

数
多
く
造
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
石
廟
に
は
前
述
の

宝
陸
印
塔
や
五
輪
塔
を
安
置
し
て
い
る
。
石
廟
の
基

本
と
な
っ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
先
に
述
べ
た
石
寵
で
あ

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
荘
厳
手
法
を
採
用
し
、
藩
主
や
地

位
の
高
い
人
々
の
宝
匿
印
塔
や
五
輪
塔
を
安
置
す
る

た
め
の
「
や
し
ろ
」
(
写
真
犯

i
M参
照
)
と
し
て

使
用
さ
れ
、
京
都
、
近
江
、
加
賀
、
能
登
、
越
中
、

越
後
お
よ
び
遠
く
は
蝦
夷
松
前
ま
で
移
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
石
廟
は
、
虹
梁
や
墓
股
な
ど
寺
院
建

築
の
手
法
が
採
用
さ
れ
、
天
女
や
仏
の
彫
像
を
配
し

た
豪
華
な
も
の
も
多
い
(
写
真
部

1
訂
)
o

ま
た
石

廟
の
一
扉
や
内
面
に
着
色
さ
れ
た
蓮
華
花
葉
が
描
か
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
。

武
生
市
京
町
の
正
覚
寺
の
超
岳
院
石
廟
は
内
部
に

蓮
華
の
花
葉
が
描
か
れ
、
墓
は
前
述
の
ご
と
く
金
泥

や
朱
で
塗
色
さ
れ
、
幼
少
に
し
て
没
し
た
悲
し
み
が

伝
わ
る
遺
品
で
あ
る
。

高
野
山
の
結
城
秀
康
の
石
廟
は
入
母
屋
造
り
、
唐

破
風
屋
根
を
有
す
る
現
存
の
拐
谷
石
製
石
廟
の
中
で

は
最
も
大
型
。
墓
に
慶
長
十
三
(
二
ハ
O
八
)
年
の

銘
が
あ
る
。
こ
の
石
廟
の
左
隣
に
秀
康
の
母
長
勝
院

の
石
廟
(
切
妻
造
り
)
が
あ
る
が
、
こ
の
石
廟
に
修

め
ら
れ
て
い
る
墓
に
は
慶
長
九
三
六
O
四
)
年
の

銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

滋
賀
県
山
東
町
の
清
滝
寺
は
、
佐
々
木
京
極
家
の

菩
提
寺
で
、
歴
代
の
墓
に
ま
じ
っ
て
若
狭
藩
主
だ
っ

た
高
次
の
石
廟
が
あ
る
。
切
妻
造
り
妻
入
り
構
造
。

暮
股
の
左
右
に
日
と
月
、
虹
梁
の
真
下
に
天
女
像
、

扉
の
左
右
に
見
沙
門
天
と
不
動
明
王
の
浮
彫
り
像
を

配
し
た
豪
華
な
越
前
石
廟
の
典
型
で
あ
る
。
中
に
、

前
述
の
宝
匿
印
塔
を
安
置
し
て
い
る
。

七
尾
市
小
島
町
の
長
齢
寺
は
前
田
利
家
父
母
の
菩

提
寺
。
こ
こ
に
利
家
と
利
長
の
二
基
の
宝
陸
印
塔
を

安
置
し
た
石
廟
(
切
妻
造
り
・
平
入
り
構
造
)
が
あ

る
。
屋
根
の
す
ぐ
下
に
前
田
家
の
梅
鉢
の
紋
を
浮
き

彫
り
に
し
、
羽
目
石
に
竪
連
子
と
格
狭
間
が
彫
ら
れ
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て
い
る
。
前
扉
は
破
損
し
て
外
さ
れ
て
い
る
が
、
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
蓮
華
の
花
葉
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

金
沢
市
野
田
山
の
前
田
家
墓
地
に
前
田
利
家
の
大

十
四
子
利
貞
廟
(
写
真
犯
・
お
)
、
前
田
家
の
重
臣

村
井
長
次
室
春
香
院
腐
な
ど
八
基
の
石
廟
が
あ
る
。

と
く
に
春
香
院
の
石
廟
に
は
正
面
左
右
の
不
動
明
王

と
毘
沙
門
天
の
他
、
楽
器
や
幡
を
持
っ
た
二
十
五
菩

薩
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。

高
岡
市
の
瑞
龍
寺
は
前
田
利
長
の
菩
提
寺
で
あ
る

が
、
こ
こ
に
利
長
の
石
廟
(
写
真
お
・
部
)
以
外
に
、

彼
に
縁
あ
る
四
人
(
前
田
利
家
、
織
田
信
長
と
室
、

織
田
信
忠
)
の
石
廟
が
あ
る
。
利
長
の
石
廟
は
前
面

左
右
に
不
動
明
王
と
毘
沙
門
天
を
、
側
面
と
後
面
に

阿
弥
陀
如
来
と
二
十
五
菩
薩
を
浮
彫
り
し
て
い
る
。

佐
渡
相
川
町
大
安
寺
の
大
久
保
長
安
の
逆
修
塔
を

納
め
た
石
廟
は
、
後
部
内
面
に
地
蔵
と
観
音
の
立
像

が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
現
状
の
両
側
面
は
補

修
に
よ
り
別
質
の
石
板
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

北
海
道
松
前
町
の
法
瞳
寺
に
松
前
藩
歴
代
藩
主
の

石
廟
が
あ
る
。
二
十
四
廟
の
う
ち
十
一
廟
が
坊
谷
石

製
、
安
置
さ
れ
て
い
る
墓
の
紀
年
銘
に
よ
る
と
、
寛

永
十
八
(
一
六
四
一
)
年
か
ら
宝
暦
四
(
一
七
五
回
)

7 

年
の
百
十
三
年
間
に
わ
た
っ
て
い
る
。
典
型
的
な
越

前
式
で
、
紅
梁
の
真
下
に
天
女
の
像
を
浮
彫
り
し
て

い
る
石
廟
(
写
真
担
・
訂
)
も
あ
る
。
宝
暦
年
間
以

降
の
石
廟
は
、
全
て
瀬
戸
内
の
花
山
岡
岩
を
使
用
(
石

廟
の
形
式
は
、
そ
れ
ま
で
に
設
置
さ
れ
た
拐
谷
石
製

の
石
廟
を
習
っ
た
切
妻
造
り
、
妻
入
り
構
造
で
あ
る

が
、
天
女
な
ど
の
彫
刻
は
彫
ら
れ
て
い
な
い
)
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
か
ら
本
格
的
な
蝦
夷
地
と

大
阪
を
直
に
結
ぶ
北
前
船
貿
易
時
代
に
入
っ
た
こ
と

を
伺
わ
せ
る
遺
品
群
で
あ
る
。

ま
た
、
京
都
市
の
本
満
寺
に
あ
る
松
平
秀
康
室
の

石
廟
は
、
内
部
に
厚
肉
の
六
体
の
如
来
像
が
彫
ら

れ
、
蓮
華
の
花
葉
が
描
か
れ
、
紅
梁
上
に
配
置
さ
れ

て
い
る
天
女
像
な
ど
に
、
青
や
白
の
塗
色
が
さ
れ
て

、‘ー、
J
O

、

ν
ヲ広、以

上
の
大
型
の
石
廟
は
、
松
前
町
宝
瞳
寺
の
遺
品

の
よ
う
に
、
一
部
十
八
世
紀
中
期
の
も
の
も
あ
る

が
、
北
陸
地
方
を
中
心
に
所
在
の
も
の
は
、
納
め
ら

れ
て
い
る
墓
が
慶
長
か
ら
寛
永
年
間
の
銘
を
有
し
て

お
り
、
造
立
時
期
は
十
七
世
紀
初
期
、
遅
く
と
も
十

七
世
紀
前
半
期
末
ま
で
と
推
定
し
て
い
る
。

以
上
主
だ
っ
た
大
型
の
石
廟
に
よ
っ
て
、
越
前
石

廟
の
特
徴
と
造
立
時
期
の
検
討
を
し
た
が
、
小
型
の

も
の
ま
で
含
め
る
と
、
例
え
ば
、
三
国
町
の
性
海
寺

井

越
前
勿
谷
石
の
石
造
物
に
見
る
荘
厳
形
式
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て

に
十
三
基
(
こ
れ
ら
の
中
で
天
正
・
慶
長
年
間
の
銘

を
有
す
る
五
輪
塔
を
安
置
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
)
、

敦
賀
市
原
の
西
福
時
に
十
一
基
、
ま
た
武
生
市
の
宝

円
寺
や
龍
門
寺
な
ど
に
も
多
く
所
在
し
、
神
社
に
あ

る
石
寵
と
同
じ
で
数
に
限
り
が
な
い
。
小
型
の
石
廟

は
、
前
述
の
大
型
の
石
廟
の
よ
う
に
豪
華
な
荘
厳
を

施
さ
れ
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
簡
素
な
も

の
ば
か
り
で
あ
る
。

唐
破
風
屋
根
を
有
す
る
墓
標

合
掌
部
が
山
形
に
反
り
ま
が
っ
た
曲
線
状
を
な
す

破
風
、
い
わ
ゆ
る
唐
破
風
造
り
と
呼
ば
れ
る
様
式
が

寺
院
・
神
社
の
屋
根
や
軒
に
多
く
み
ら
れ
る
が
、
こ

の
建
築
様
式
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に

か
け
て
出
現
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
デ

ザ
イ
ン
は
、
江
戸
時
代
に
石
廟
の
軒
や
墓
標
に
も
取

り
入
れ
ら
れ
、
と
く
に
、
第
谷
石
製
で
、
頭
部
に
唐

破
風
屋
根
を
有
す
る
板
碑
状
の
一
石
墓
標
は
、
日
本

海
沿
岸
の
各
地
で
見
ら
れ
、
越
前
は
勿
論
、
加
賀
、

能
登
お
よ
び
越
中
に
非
常
に
多
く
、
遠
く
は
下
北
半

島
・
松
前
・
江
差
な
ど
に
も
多
く
移
出
さ
れ
た
。
こ

の
墓
標
は
前
面
の
み
が
加
工
さ
れ
、
裏
側
は
採
掘
地

で
切
出
し
た
時
の
「
ノ
ミ
の
跡
」
が
残
さ
れ
て
い
る

五
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の
が
特
徴
で
あ
る
。

風
化
し
て
文
字
が
剥
落
し
て
い
る
も
の
が
多
い

が
、
紀
年
銘
を
確
認
で
き
る
い
く
つ
か
の
例
を
述
べ

れ
ば
、
能
登
と
越
中
の
国
境
に
あ
る
石
動
山
に
明
暦

か
ら
享
保
年
聞
の
銘
を
有
す
る
も
の
(
写
真
犯
)
、
氷

見
市
の
上
日
寺
に
元
禄
か
ら
寛
延
年
間
(
写
真
犯
)
、

お
よ
び
高
岡
市
の
国
泰
寺
に
は
貞
享
、
元
禄
な
ど
の

紀
年
銘
を
有
す
る
慕
標
が
見
ら
れ
る
。
今
ま
で
の
拙

者
の
調
査
で
は
、
七
尾
市
宝
瞳
寺
の
寛
永
五
(
一
六

二
八
)
年
銘
が
最
も
旧
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
北
海
道
松
前
町
法
腫
寺
の
松
前
家
墓
地
(
写

真
一
羽
)
や
法
源
寺
の
嶋
崎
家
墓
地
や
、
そ
の
他
の
墓

地
で
も
こ
の
墓
標
が
多
く
遣
さ
れ
て
い
る
。
特
徴
と

し
て
、
早
い
も
の
で
十
七
世
紀
初
期
、

七
世
紀
中
期
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
の
銘
を
有
す

る
遺
品
が
多
い
こ
と
を
特
筆
し
て
お
き
た
い
。

一
般
に
は
十

時
代
の
変
遷
に
よ
る
き
わ
だ
っ
た
形
の
変
化
は
見

ら
れ
な
い
が
、
莫
大
な
数
の
唐
破
風
屋
根
を
有
す
る

墓
標
が
、
日
本
海
沿
岸
の
津
々
浦
々
に
運
ば
れ
た
。

こ
れ
ら
は
初
期
の
北
前
船
の
遺
産
で
あ
る
と
言
え
よ

、っ。

-'闇J、
あ
と
が
き

第
谷
石
が
生
ん
だ
越
前
式
荘
厳
形
式
の
石
造
物
の

移
出
を
、
京
田
良
志
氏
は
『
松
前
藩
と
松
前
』
二
号

(
一
九
七
三
年
)
に
発
表
さ
れ
た
論
文
「
松
前
家
墓

所
の
成
立
と
越
前
石
の
副
題
に
「
越
前
石
文
化
の
北

伝
」
表
現
さ
れ
て
い
る
。
拙
者
も
ま
さ
に
そ
の
通
り
、

文
化
の
移
出
だ
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
文
化
と
い
わ
れ

る
背
景
に
は
越
前
独
特
の
荘
厳
形
式
を
生
み
、
変
化

し
な
が
ら
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
長
い
歴
史
が
あ
り
、

一
朝
一
夕
に
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る。
拐
火
口
石
の
採
掘
の
貯
が
消
え
、
こ
の
石
の
供
給
が

途
絶
え
た
今
、
長
い
歴
史
の
中
で
祖
先
が
遣
し
て
く

れ
た
第
谷
石
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
後
世
に
継
な

い
で
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
平
成
十
五
年
五
月
、
京
国
良
志
氏
が
逝

去
さ
れ
た
。
京
田
氏
に
は
各
種
の
資
料
を
提
供
し
て

頂
い
た
り
、
懇
切
丁
寧
な
特
別
の
ご
指
導
を
頂
い

た
。
拙
者
の
第
谷
石
研
究
の
今
日
あ
る
の
は
京
田
氏

に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
衷
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

以

上

)
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注
記

京
田
良
志
「
蓮
弁
周
縁
月
輪
の
起
源
に
つ
い
て
」

(
『
富
山
市
日
本
海
文
化
研
究
所
報
』
第
M
号

富

山
市
日
本
海
文
化
研
究
所
平
成
ロ
年
3
月
発
行
に

所
収
)

本
論
文
の
な
か
に
、
増
永
常
雄
氏
、
川
勝
政
太
郎

氏
お
よ
び
京
田
良
士
山
氏
が
、
朝
日
町
大
谷
寺
の
多
層

塔
、
丸
山
宝
塔
お
よ
び
福
井
市
本
堂
町
の
高
雄
神
社

の
多
層
塔
な
ど
を
調
査
さ
れ
、
「
越
前
式
荘
厳
」
と

命
名
し
た
い
き
さ
つ
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
氏
は
こ
の
論
文
で
、
月
輪
四
分
の
一
円
周

あ
た
り
蓮
弁
数
の
変
化
を
基
準
に
し
て
、
時
代
の
経

過
に
伴
う
荘
厳
形
式
の
変
化
を
把
握
す
る
試
み
を
さ

れ
て
い
る
。

月
輪
下
端
に
蓮
華
座
が
配
置
さ
れ
て
い
る
場
合
、
一

般
的
に
蓮
華
座
部
分
の
月
輪
外
周
に
小
蓮
弁
が
省
略

さ
れ
て
い
る
ケ
1
ス
が
多
い
。
し
か
し
、
反
花
座
が

配
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
逆
に
こ
の
部
分
に
小

蓮
弁
が
彫
ら
れ
て
い
る
例
が
多
い
。
本
報
告
で
は
、

数
値
を
使
っ
て
比
較
す
る
際
の
基
準
を
明
確
に
す
る

た
め
、
蓮
華
座
部
分
に
小
蓮
弁
が
彫
ら
れ
て
い
な
い

も
の
を
対
象
に
し
た
。

最
近
、
こ
の
塔
身
の
紀
年
銘
を
文
永
一
一
一
(
一
一
一
六
六
)

年
と
す
る
三
木
治
子
氏
の
新
し
い
提
唱
が
あ
る
。

=
一
木
治
子
「
越
前
式
月
輪
の
石
造
物
・
編
年
の
試

み

(I)」

(
「
歴
史
考
古
学
』
第
日
号
歴
史
考
古
学
研
究
会

平
成
十
四
年
発
行
に
所
収
)

三
木
氏
の
提
唱
に
つ
い
て
、
拙
者
の
見
解
は
、
拙

著
『
越
前
勿
谷
石
』
に
と
り
あ
げ
た
よ
う
に
、
こ
の

塔
身
の
月
輪
外
周
の
小
蓮
弁
、
蓮
華
座
、
お
よ
び
反

花
座
の
彫
刻
が
、
文
永
十
一
年
銘
(
一
二
七
四
年
)

を
有
す
る
春
江
町
井
向
の
白
山
神
社
の
板
碑
の
彫
刻

に
似
て
い
る
と
述
べ
た
。

(2) (3) 

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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(4) 

ま
た
、
拙
者
の
こ
れ
ま
で
の
各
地
の
遺
品
の
調
査

で
は
、
こ
の
塔
身
に
彫
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
小
蓮
弁

や
蓮
華
座
の
デ
ザ
イ
ン
、
彫
刻
手
法
は
十
六
世
紀
の

他
の
遺
品
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
も
し
、
こ
の
塔

身
の
銘
文
が
文
永
三
年
だ
と
す
る
と
、
小
蓮
弁
や
蓮

華
座
が
、
時
代
の
経
過
に
従
っ
て
変
化
す
る
歴
史
の

整
理
も
す
っ
き
る
す
る
の
だ
が
。

こ
の
塔
身
に
遣
さ
れ
て
い
る
銘
文
は
一
部
欠
落
し

て
い
る
た
め
、
大
永
、
文
永
い
ず
れ
と
読
む
か
苦
慮

す
る
点
は
あ
る
が
、
遺
さ
れ
て
い
る
文
字
の
部
分
を

細
か
く
観
察
す
る
と
、
や
は
り
大
永
と
読
む
方
が
妥

当
と
思
う
。
三
木
氏
の
新
し
い
提
唱
に
は
敬
意
を
表

し
た
い
。

こ
の
宝
塔
は
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て

いヲ心。普
正
寺
中
世
墓
地
で
採
掘
さ
れ
た
当
事
は
五
輪
塔

と
し
て
報
告
さ
れ
、
近
年
ま
で
五
輪
塔
と
し
て
同
博

物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
辰
口
町
宮

竹
墓
谷
中
世
墓
地
か
ら
発
掘
さ
れ
た
宝
塔
と
類
似
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
現
在
は
同
時
に
発
掘
さ
れ
た

相
輸
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
宝
塔
は
、
笠
(
火

輪
)
か
ら
下
の
形
状
は
五
輪
塔
と
全
く
同
じ
で
あ
る

が
、
笠
上
端
に
反
花
座
が
彫
ら
れ
、
相
輪
最
下
部
の

請
花
と
対
を
な
し
て
い
る
。

参
考
資
料
三
浦
純
夫
「
中
世
加
賀
に
お
け
る
石

製
宝
塔
の
系
譜
」
(
『
加
能
史
料
研
究
』
第
日
号
二
0

0

三
年
=
一
月
に
所
収
)

こ
の
宝
塔
の
基
礎
側
面
正
面
上
側
に
一
対
(
二
個
)

の
竪
連
子
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
下
側
に
格
狭
間
は
見

ら
れ
な
い
。
こ
れ
と
同
類
デ
ザ
イ
ン
は
各
地
で
散
見

さ
れ
る
。
具
体
的
な
一
例
を
述
べ
れ
ば
、
慶
長
年
間

の
銘
を
有
す
る
宝
鑑
印
搭
二
基
が
宝
円
寺
(
金
沢
市
)

所
在
す
る
。

朝
倉
義
景
に
従
っ
て
、
天
正
元
年
刀
根
坂
の
合
戦
で

(5) (6) 

井

(7) 

戦
死
し
た
斎
藤
龍
興
の
宝
箆
印
塔
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
平
成
五
年
八
月
中
旬
、
心
な
き
者
に
よ
る
盗
難

に
遭
遇
し
て
、
今
は
こ
の
墓
地
に
所
在
し
な
い
。

矛
盾
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
拙
者
は
便
宜
上
本

稿
で
は
仏
像
や
経
典
を
安
置
し
て
い
る
も
の
を
石

禽
、
墓
を
安
置
し
て
い
る
も
の
を
石
廟
と
区
分
し
て

いヲ令。

拙
稿
「
野
田
山
墓
地
の
お
け
る
越
前
第
谷
石
製
の
石

塔
類
に
つ
い
て
」

(
『
え
ぬ
の
く
に
』
第
必
号
江
沼
地
方
史
研
究
会

平
成
十
五
年
発
行
に
所
収
)

本
稿
の
な
か
で
、
野
田
山
墓
地
に
所
在
す
る
八
基

の
勿
谷
石
製
石
廟
の
詳
細
を
報
告
し
た
。

平
成
十
一
年
九
月
、
務
谷
石
の
最
後
の
採
掘
会
社
「
越

前
石
」
が
採
掘
作
業
を
や
め
、
千
六
百
年
続
い
た
採

掘
の
歴
史
は
閉
じ
た
。

(8) (9) 

越
前
第
谷
石
の
石
造
物
に
見
る
荘
厳
形
式
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
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若
越
郷
土
研
究

四
十
八
巻
二
号

(13~14世紀)小蓮弁をめぐらされた月輪ー 1

写真 1，白山神社板碑(春江町井向)

文永11(1274)年銘
写真2，高雄神社七重塔(福井市本堂町)

正応3(1290)年銘

写真3，樺八幡神社七重塔(美山町東河原)

無銘
写真4，国中神社多層塔(今立町中津山)

無銘
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(14世紀)小蓮弁をめぐらされた月輪一 2

井

写真 5，ー姫神社多層塔(塔身のみ)

(福井市八日市町)無銘

写真 6，智原神社多層塔(福井市高屋町)

2基あり、いずれも無銘

越
前
勿
谷
石
の
石
造
物
に
見
る
荘
厳
形
式
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て

写真 7，大谷寺九重塔(朝日町大谷寺)

元亨3(1323)年銘

写真 8，薬師神社多層塔(塔身のみ)

(福井市高尾町)無銘
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若
越
郷
土
研
究

四
十
八
巻
二
号

(14--15世紀)小蓮弁をめぐらされた月輪一 3

写真 9，大谷寺丸山宝塔(朝日町大谷寺)

観応3(1352)年銘
写真10;住吉神社板碑(春江町高江)

正慶元 (1332)年銘

写真11;慶法寺多層塔(三国町新保)

無銘

写真12;普正寺宝塔(金沢市普正寺町)

石川県立歴史博物館所蔵無銘
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小蓮弁をめぐらされた月輪-4 (16世紀)

井

越
前
若者
谷
石
の
石
造
物

見
る
荘
厳
形
式
と
そ
の
油く

= 
遷

に 写真14;朝倉敏景宝陸印塔

己 (福井市城戸ノ内町)

て 基礎は下2/3が欠落し遺失

写真16;引接寺多層塔

二十の連珠文(武生市京町)

永緑4 (1561)年銘

写真13;八幡神社多層塔

塔身のみ所在(丸岡町上金屋)

大永3 (1523)年銘

写真15;林泉寺五輪塔

堀秀政塔(上越市中門前)

天正18(1590)年銘
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若
越
郷
土
研
究

四
十
八
巻
二
号

(16~17世紀)小蓮弁をめぐらされた月輪-5

写真17;西山光照寺石碑(福井市安波賀町)

天文24(1555)年銘

蓮華座のない月輪

写真18;正覚寺宝鑑印塔

超岳院塔(武生市京町)

慶長14(1609)年銘

金泥塗色されている

写真19;長齢寺宝陸印塔

前田利家塔(七尾市小島町)

慶長4 (1599)年銘

月輪内に朱を塗色

写真20;瑞龍寺宝陸印塔

織田信忠塔(高岡市関本町)

塔身全面に朱を塗色
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小蓮弁をめぐらされた月輪-6 (17世紀)

井

越
前
第
谷
石
の
石
造
物

見
る
ヰ士

厳
形
式
と
そ
の
油司
五メー

遷

つ 写真22;野田山宝陸印塔 写真21;野田山宝陸印塔

2 奥村栄明塔(金沢市野田町) 村井長次塔(金沢市野田町)

慶長18(1613)年銘元和 6 (1620)年銘

陰刻部分へ黒の塗色

写真25;円覚寺の宝陸印塔

(青森県深浦町)

17世紀初期

丸鋸歯のような小蓮弁

竪連子と格狭間一 1

写真24;宝円寺宝屋印塔 写真23;丸山宝塔(朝日町)

(武生市) 観応 3 (1352)年銘

天正8 (1580)年銘
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若
越
郷
土
研
究

四
十
八
巻
二
号

(七尾市龍門寺の宝箆印塔基礎の荘厳)

写真26;竪連子と格狭間の

配置が上下逆にな

っている。

貞享年間銘

竪連子と格狭間-2

写真27;格狭間の花頭曲線

も多様

(写真28も参照)

寛永19年銘

写真28;寛永18年銘
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石寵と石廟-1 (石寵)

井
越
前
第
谷
石
の
石
造
物
に
見
る
荘
厳
形
式
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て

写真29;滝谷寺開山堂

(三国町)
元亀 3(1572)年銘

写真30;岡西光寺石禽

(福井市次郎丸町)

16世紀

右側の写真は側面

の石鬼の部分

写真31;神明神社石寵

(鯖江市神明)

文緑3(1594)年銘

納経石寵

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



18 

若
越
郷
土
研
究

四
十
八
巻
二
号

写真32;前田利貞廟

(金沢市野田町)

(石廟)石寵と石廟-2

写真33;瑞龍寺の

前田利長廟(右)

前田利家廟(左)

(高岡市)

写真34;法瞳寺の

松前公広廟(左)

(北海道松前町)
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(石廟前面虹梁周辺の荘厳)

写真35;前田利貞廟

(金沢市)

石禽と石廟-3

写真36;前田利長廟

(高岡市)

写真37;松前公広廟

(松前町)

井

越
前
第
火
口
石
の
石
造
物
に
見
る
荘
厳
形
式
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
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若
越
郷
土
研
究

四
十
八
巻
二
号

写真38;石動山

(石川県鹿島町)

唐破風屋根っき墓標

写真39;上日寺(氷見市)

写真40;法瞳寺(松前町)
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